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経済建設委員会会議録 

 

 

平成３０年３月７日（水） 

（開 会） １０：０５ 

（閉 会） １１：５７ 

 

【 案  件 】 

１．議案第 ２号 平成２９年度飯塚市立病院事業会計補正予算（第３号） 

２．議案第 ７号 平成３０年度飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計予算 

３．議案第 ８号 平成３０年度飯塚市小型自動車競走事業特別会計予算 

４．議案第 ９号 平成３０年度飯塚市農業集落排水事業特別会計予算 

５．議案第１０号 平成３０年度飯塚市地方卸売市場事業特別会計予算 

６．議案第１１号 平成３０年度飯塚市駐車場事業特別会計予算 

７．議案第１２号 平成３０年度飯塚市工業用地造成事業特別会計予算 

８．議案第１５号 平成３０年度飯塚市水道事業会計予算 

９．議案第１６号 平成３０年度飯塚市工業用水道事業会計予算 

10．議案第１７号 平成３０年度飯塚市下水道事業会計予算 

11．議案第１８号 平成３０年度飯塚市立病院事業会計予算 

12．議案第３２号 飯塚市都市公園条例の一部を改正する条例 

13．議案第３７号 市道路線の廃止 

14．議案第３８号 路線の認定 

15．産業振興について 

16．空き家対策について 

 

【 所管事務調査 】 

１．西鉄バス路線に対する住民要望について 

 

【 報告事項 】 

１．飯塚市企業立地促進補助金の採択について              （産学振興課） 

２．飯塚市農産加工品ブランド化推進事業について            （商工観光課） 

３．乗合バス路線の一部区間の廃止に係る対応について          （商工観光課） 

４．飯塚魚市場の退場について                     （農林振興課） 

 

                                           

 

○委員長 

ただいまから経済建設委員会を開会いたします。 

「議案第２号 平成２９年度飯塚市立病院事業会計補正予算（第３号）」を議題といたしま

す。執行部の補足説明を求めます。 

○企業管理課長 

「議案第２号 平成２９年度飯塚市立病院事業会計補正予算（第３号）」について、補足説
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明をいたします。予算書の３ページをお願いいたします。収益的収支の収入、支出にそれぞれ

７９万５千円を増額しております。これは、２８年度までは県と指定管理者の間で直接、へき

地医療施設等運営費補助金、この交付、精算を行っておりましたが、今年度から市を経由して

行うようになったため、今回、前年度の平成２８年度の県補助金の精算を行うものでございま

す。精算額が７９万５千円、これを指定管理者から受領いたしまして、県に返還するものでご

ざいます。以上、簡単でございますが補足説明を終わります。 

○委員長 

説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第２号 平成２９年度飯塚市立病院事業会計補正予算（第３号）」については、原案

のとおり可決することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第７号 平成３０年度飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計予算」を議題といた

します。執行部の補足説明を求めます。 

○住宅政策課長 

「議案第７号 平成３０年度飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計予算」につきまして、補足

説明をいたします。予算書の３５７ページをお願いいたします。第１条において歳入歳出予算

の総額を、歳入歳出それぞれ２０６７万４千円と定めるものでございます。その主な内容につ

きまして、歳入歳出予算事項別明細書にてご説明いたします。 

歳出からご説明いたします。３６２ページをお願いいたします。１款総務費、１項総務管理

費、１目一般管理費の１７５５万４千円につきましては、貸付金の回収に係る職員給与費及び

関係経費を計上いたしております。なお、２５節積立金につきましては、歳入歳出の財源調整

並びに基金預金利子、基金の運用に伴う積立金といたしまして６１３万５千円を計上いたして

おります。３６３ページをお願いいたします。２款公債費、１項公債費の３０２万円は、市債

償還の元金及び利子を計上いたしております。 

次に、歳入につきましてご説明いたします。少し戻っていただき、３６０ページをお願いい

たします。１款県支出金、１項県補助金、１目住宅新築資金等補助金の１００万１千円は、市

債の利子補給及び貸付金の償還事務に対する県補助金を計上いたしております。２款財産収入、

１項財産運用収入の４８６万２千円は、減債基金の預金利子及び運用収入を計上いたしており

ます。４款諸収入、１項貸付金元利収入、１目住宅新築資金等貸付金元利収入の１４７８万円

は、国、県の住宅新築資金等貸付金の償還元金及び利子収入を計上いたしております。以上、

簡単ではございますが説明を終わります。 

○委員長 

説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第７号 平成３０年度飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計予算」については、原案の

とおり可決することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 
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ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第８号 平成３０年度飯塚市小型自動車競走事業特別会計予算」を議題といた

します。執行部の補足説明を求めます。 

○公営競技事業所副所長 

「議案第８号 平成３０年度飯塚市小型自動車競走事業特別会計予算」の補足説明をいたし

ます。予算書の３６９ページをお願いいたします。第１条でございますが、歳入歳出予算の総

額を、歳入歳出それぞれ１６０億５８００万８千円とするものでございます。また、第２条債

務負担行為で、メインスタンド改修工事調査設計委託について平成３１年度までを計上いたし

ております。平成３０年度につきましては、本場開催はＳＧレースを１節５日、特別ＧⅠレー

スを１節５日、ＧⅠレースを２節１０日、ＧⅡレースを１節５日、普通開催レース１７節

６３日、ミッドナイトナイトレース１２節３８日で、合計１２６日間の開催予定で予算を編成

しております。本場及び場外発売を合わせた飯塚オートレース開催概算日数は３４５日の予定

でございます。 

主な内容につきまして、事項別明細によりご説明いたします。まず、歳出からご説明いたし

ます。予算書の３７５ページをお願いいたします。１款１項１目の一般管理費７０９７万２千

円は、主に職員給与費を計上いたしております。次に、予算書の３７６ページをお願いいたし

ます。比較増減につきましては予算資料の３３ページをご参照願います。１款２項１目の本場

開催費１７億３８５７万２千円は、前年と比較いたしまして１億２３８４万４千円増加いたし

ております。これは主に、民間ポータルサイトの売り上げ増に伴う委託料の増加、及びミッド

ナイト日数増加に伴うものでございます。次に、予算書の３７７ページをお願いいたします。

予算資料につきましては３３から３４ページになります。場外発売関係費１２億２０４２万

３千円は、前年と比較して場外発売関係費が５４２１万１千円、専用場外発売関係費が

５４９９万５千円増加しております。これは、直近の売り上げ状況を見込み算出したものでご

ざいます。１款２項２目の包括的民間業務費９億２９６５万５千円は、前年と比較しまして

３２１１万３千円減少しております。これは、歳入から当該委託料を除く歳出を差し引いたも

ので算出いたしております。次に、予算書３７８ページをお願いいたします。１款３項２目の

施設改善事業費につきましては、メインスタンド改修工事調査設計委託料、機械機器借上料、

各所改修工事費及び空調設備改修工事費を計上しております。 

次に歳入ですが、予算書の３７３ページをお願いいたします。比較増減につきましては予算

資料３３ページになります。１款１項１目の勝車投票券発売収入１５３億４２０万円は、場外

発売及びミッドナイトを含めた本場１２６日分の売り上げ見込みを計上いたしております。前

年と比較しまして５億９６４１万円増加しております。これは、直近の売り上げ状況を見込ん

で算出したものでございます。２款１項１目の場外発売業務負担金６億５７４１万３千円は、

本場及び専用場外発売所における他場受託分収入を計上しております。次に、３款１項１目の

社会資本整備総合交付金２５２１万７千円は、メインスタンド改修工事調査設計委託の平成

３０年度分の国庫補助金でございます。なお、平成３０年度当初予算の包括的民間委託に伴い

ます収益保証につきましては、約４億２千万円を見込んでおります。以上で補足説明を終わり

ます。 

○委員長 

説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第８号 平成３０年度飯塚市小型自動車競走事業特別会計予算」については、原案の
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とおり可決することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、「議案第９号 平成３０年度飯塚市農業集落排水事業特別会計予算」を議題といたし

ます。執行部の補足説明を求めます。 

○農林振興課長 

 「議案第９号 平成３０年度飯塚市農業集落排水事業特別会計予算」の補足説明をいたしま

す。予算書の３８５ページをお願いいたします。第１条で歳入歳出予算の総額は、歳入歳出そ

れぞれ２６８４万６千円とするものでございます。 

事項別明細により歳出から説明いたします。予算書の３８９ページをお願いいたします。歳

出につきまして、１款１項１目一般管理費１２９万３千円は、企業局への事務委任負担等でご

ざいます。２目施設管理費の１１５４万３千円につきましては、主なものとしまして光熱水費、

維持補修費、維持管理委託料、汚泥抜取等委託料などでございます。続きまして、２款１項公

債費では、１０５３万４千円を市債償還金として計上いたしております。 

次に、歳入をご説明いたします。１ページお戻りいただきまして、３８８ページをお願いい

たします。１款１項１目の農業集落排水事業分担金を２件分の３４万円、２款１項１目の集落

排水処理施設使用料を５０７万１千円としております。３款１項１目の一般会計繰入金では、

２１４３万４千円として歳入歳出の収支バランスをとっております。以上、簡単ではございま

すが、補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第９号 平成３０年度飯塚市農業集落排水事業特別会計予算」については、原案のと

おり可決することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第１０号 平成３０年度飯塚市地方卸売市場事業特別会計予算」を議題といた

します。執行部の補足説明を求めます。 

○農林振興課長 

 「議案第１０号 平成３０年度飯塚市地方卸売市場事業特別会計予算」について、補足説明

をいたします。予算書の３９５ページをお願いいたします。第１条で歳入歳出予算の総額は、

歳入歳出それぞれ２億９０３万６千円と定めるものでございます。 

事項別明細により、歳出からご説明いたします。４０２ページをお願いいたします。１款

１項１目一般管理費の１９４７万５千円は、職員２名の給与等でございます。２目市場管理費

の２３４７万８千円を市場施設の維持管理に係る経費として計上しておりますが、その主なも

のといたしましては、維持補修費、冷凍庫等点検委託料、清掃委託料、汚水処理施設維持管理

委託料、老朽化によります各所補修工事などでございます。４０３ページをお願いいたします。

１款２項１目の施設整備費で、施設整備事業費１億３１９５万１千円は、卸売市場の施設整備

について、建設設計者に関し調査審議する附属機関として設計者選定委員会を設置する条例改

正案を提案しているところでありまして、その関係経費と施設整備分としまして、土地履歴調

査委託料１６７万５千円、調査測量設計委託料１億３００７万２千円を計上いたしております。

このうち、調査測量設計委託料につきましては、年度内での事業完了が見込めないため、繰越
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明許費を設定するものでございます。続きまして、４０４ページをお願いいたします。２款

１項公債費では３３１３万２千円を市債償還金として計上しております。 

次に、歳入についてご説明をいたします。戻りまして、４００ページをお願いいたします。

１款１項１目地方卸売市場使用料は、平成２９年度決算見込みに従いまして、前年度より

２１０万９千円減の６１９７万５千円といたしております。２款１項１目市場事業費補助金は、

施設整備事業費のうち補助対象施設分として５６５万１千円を計上しております。３款１項

１目一般会計繰入金では、１２０５万円を計上して収支バランスをとっております。５款１項

１目雑入の３０５万９千円は、主なものといたしまして、水産物部汚水処理施設維持管理費負

担金として、処理費の実費を水産物卸売業者が負担することから受け入れるものでございます。

６款１項１目の市場事業債の１億２６３０万円は、施設整備事業費の財源として地方債を計上

するものでございます。以上、簡単ではございますが補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第１０号 平成３０年度飯塚市地方卸売市場事業特別会計予算」については、原案の

とおり可決することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第１１号 平成３０年度飯塚市駐車場事業特別会計予算」を議題といたします。

執行部の補足説明を求めます。 

○住宅政策課長 

 「議案第１１号 平成３０年度飯塚市駐車場事業特別会計予算」につきまして、補足説明い

たします。予算書の４１１ページをお願いいたします。第１条において歳入歳出予算の総額を、

歳入歳出それぞれ８４７５万９千円と定めるものでございます。 

その主な内容につきまして、歳入歳出予算事項別明細書にてご説明いたします。歳出からご

説明いたします、４１７ページをお願いいたします。１款駐車場事業費、１項駐車場事業費、

１目一般管理費の５９７万７千円は、駐車場運営に係る職員給与費を計上いたしております。

２目駐車場管理費の２９６５万円は、飯塚立体駐車場、本町駐車場及び東町駐車場の駐車場管

理に伴う関係経費を計上いたしております。なお、１３節委託料につきましては、平成２８年

度から５年間、公益社団法人飯塚市シルバ－人材センターを指定管理者として委託契約を締結

しておりますので、その年間委託料として２４８２万円を計上し、１４節使用料及び賃借料に

つきましては、飯塚立体駐車場の発券機等のシステム借上料として３１７万３千円を計上いた

しております。４１８ページをお願いいたします。２項施設整備費、１目施設整備費の

４７９０万１千円は、飯塚立体駐車場につきまして、供用開始から２５年が経過し、経年劣化、

老朽化が見られ、改修工事が必要なため外壁改修等の経費を計上いたしております。 

次に、歳入につきましてご説明いたします。少し戻っていただき、４１５ページをお願いい

たします。１款使用料及び手数料、１項使用料、１目駐車場使用料の３０６５万円は、飯塚立

体駐車場、本町駐車場及び東町駐車場等の使用料を計上いたしており、２款繰入金、１項一般

会計繰入金の３４４万４千円は、一般会計からの繰入金を計上いたしております。また、５款

市債、１項市債、１目駐車場事業債の４７５０万円は、歳出でご説明いたしました飯塚立体駐

車場の整備事業に伴う起債を計上したものでございます。以上、簡単ではございますが、説明

を終わります。 
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○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第１１号 平成３０年度飯塚市駐車場事業特別会計予算」については、原案のとおり

可決することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第１２号 平成３０年度飯塚市工業用地造成事業特別会計予算」を議題といた

します。執行部の補足説明を求めます。 

○産学振興課長 

 「議案第１２号 平成３０年度飯塚市工業用地造成事業特別会計予算」について、補足説明

させていただきます。予算書４２５ページをお願いいたします。第１条で歳入歳出予算の総額

を、歳入歳出それぞれ２１８９万６千円とするものでございます。 

詳細につきましては、事項別明細書により説明させていただきます。歳出から説明をさせて

いただきます。４２９ページをお願いいたします。第１款第１項工業用地造成事業費といたし

まして、鯰田工業団地の管理費５５４万８千円を計上いたしております。第２款第１項公債費

につきましては、鯰田工業団地造成に係る借入金の平成２９年度分の償還元金１５３４万８千

円を計上いたしております。第３款第１項予備費につきましては、１００万円を計上いたして

おります。 

続きまして、歳入を説明させていただきます。４２８ページをお願いいたします。まず、第

１款第１項財産運用収入ですが、九電柱の貸付料１万１千円及び鯰田工業団地第２区画に立地

しております株式会社タイセイプラスとの売買契約におきまして、１０年後に土地売買金額

９５７６万１７７８円を支払い、それまでの間は固定資産税相当額の支払いを行うとする企業

立地に要する初期投資費用を軽減するための使用貸借特約付分譲制度により土地売買契約を行

っているため、その固定資産税相当額を貸付料として５０万３千円、合計５１万４千円を計上

いたしております。第２款第１項繰越金ですが、これは平成２９年度からの本会計における繰

越金見込額を計上いたしております。以上、簡単ではありますが、説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第１２号 平成３０年度飯塚市工業用地造成事業特別会計予算」については、原案の

とおり可決することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第１５号 平成３０年度飯塚市水道事業会計予算」を議題といたします。執行

部の補足説明を求めます。 

○企業管理課長 

「議案第１５号 平成３０年度飯塚市水道事業会計予算」の補足説明をいたします。公営企

業会計予算書の５ページをお願いいたします。予算第２条、業務の予定量で、給水戸数は前年
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度比２４４戸増の５万８５２６戸、年間総給水量は前年度比４万９９５８立方メートル減の

１２６２万９４６１立方メートルを計画しております。これは、給水戸数は増加傾向にござい

ますが、人口減少及び節水型家電等の普及に伴い、水需要は減少傾向にあることから、本年度

の業務量を前年度減と見込んだものでございます。以上の業務量から、第３条の収益的収入及

び支出では、収入の総額を２２億４６１万円、支出の総額を２３億２１５万９千円としており

ます。次に、第４条の資本的収入及び支出では、収入の総額を５億１５９０万９千円、６ペー

ジになりますが、支出の総額を２１億２２７８万２千円としております。このほか、第５条で

は第８期拡張事業等の財源として企業債の限度額、利率等を定めるものでございます。 

主な内容につきましては、予算明細書によりご説明をいたします。２４ページをお願いいた

します。収益的収入でございますが、予算第２条の業務予定量で定めました総給水量をもとに、

収入の柱であります１款１項１目の給水収益としまして水道料金１９億２６８５万５千円を見

込んでおります。それに、受託工事収入等を加えました営業収益は１９億９５７４万９千円と

しております。次に、２５ページになりますが、１款２項４目長期前受金戻入など営業外収益

を加えました水道事業収益は２２億４６１万円としております。収益的支出でございますが、

安心安全な水道水の安定供給に必要な経費としまして、源水及び浄水費、それから次の

２６ページにございますが、配水及び給水費の人件費、委託料、動力費など営業費用２１億

５０４万５千円、これを３０ページ以降に計上しております企業債利息等の営業外費用を合わ

せました水道事業費用といたしまして、２３億２１５万９千円を計上いたしております。次に、

３２ページをお願いいたします。資本的収入でございますが、主なものとしましては、第８期

拡張事業等に係る財源としまして、１款１項１目企業債、２項１目出資金でそれぞれ１億

７６６０万円、３項１目で国庫補助金６８３１万３千円等を計上いたしております。 

次に、３３ページをお願いいたします。資本的支出につきましては、老朽化が進行しており

ます配水管等給配水施設等更新に係る経費としまして、１款１項改良事業費では、８億

７１２９万２千円を計上しております。そのうち、１目配水施設改良費では潤野地区配水管布

設替工事など配水管布設替工事を、２目諸施設改良費では秋松浄水場電気設備改良工事など設

備の改良工事を、また、３４ページになりますが、３目調査費では飯塚市水道事業ビジョン等

策定業務委託料等を計上しております。また、２項新設事業費では８２２０万６千円を計上い

たしております。１目配水施設新設費では南尾地区配水管布設工事など配水管布設工事を、

３５ページになりますが、３目固定資産購入費では災害時の緊急対応能力強化のため、給水車

購入費などを、４項第８期拡張事業費につきましては、最終年度となりまして、馬敷配水池築

造工事等６億８３３１万８千円を計上いたしております。 

次に、予算資料の４ページをお願いいたします。ただいまご説明いたしました予算の総括表

でございます。左側に収益的収支、右側に資本的収支を集計しております。左側の下段に収益

的収支の結果としまして、損益計算内訳表を記載しております。記載のとおり、収入から支出

を差し引きますと２億２１６万８千円の純損失、これを見込んでおります。この欠損につきま

しては、その右側にございます剰余金処分計算表のとおり、繰越利益剰余金にて埋めておりま

す。また、資本的収支総括表の下段にあります「資本的収入額が資本的支出額に対して不足す

る額」、この表に記載しておりますとおり、収入から支出を差し引きますと、３０年度の欄を

ご覧いただきますと１６億６８７万３千円不足いたします。この不足額につきましては、その

下段にあります「資本的収支不足額を補填する財源」の表のとおり、補填をするものでござい

ます。以上で、水道事業会計予算案につきまして、補足説明を終わります。 

○委員長 

説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

○秀村委員 

すいません、１点だけお願いします。後で審議される４企業を含め、水道事業と病院事業は
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赤字予算で、下水道事業が黒字となっていますが、基本的に赤字予算の編成は可能なのでしょ

うか。可能だからできていると思うんですけれども、本来、企業であるならばやはり黒字にな

るように経営していただかないといけないと思うんですが。この赤字予算についてどのように

考えればいいのか、もう少しご説明があるならばお願いします。 

○企業管理課長 

お尋ねの赤字予算につきましては、企業会計につきましては編成が可能でございます。また、

予算につきましては、本年度の経営方針を示しまして、その結果、年度末にどのような経営結

果になるかを見込んでそれを示しているものでございます。質問委員の言われますとおり、企

業経営、一般的には財務状況や経営状況によって違うかとは思いますが、企業経営としまして

は、常に黒字経営または安定経営をすることが求められております。そうなるような経営方針

によって企業経営を行うことが求められているというふうに考えております。しかし、地方公

営企業に関しましては、そのような基本的な経営方針を持ちながら、公共性を加味いたします

と多額の黒字を出すようなことも求められていないというふうに考えているところでございま

す。そのため、理想としましては少額の黒字が出るような経営予算を編成するのが理想ではな

いかというふうには思われます。しかし、近年の水道事業、飯塚市の水道事業会計の状況でご

ざいますが、給水量の減少によりまして給水収入が減少しております。また、黒字化のために

は経営の削減によることしか方策がない状況ではございますが、さらに、そのような中でも老

朽化していきます給配水管の布設替えや施設の更新、これが欠かせないことから、大変厳しい

予算の編成となっております。今後の経営努力によりまして、さらに収支の改善を図ってまい

りたいというふうに思っております。 

○委員長 

収入は水道給水量が減っているから伸びない。となると、経営改善には経費を節減するしか

ない。しかし、それも限界があるでしょうから。となると、収入をふやすためには一番考えた

くない料金にかかってくるのかなと思います。でも、年々厳しくなっているという予算を見て

いるとそう感じられますので、いずれそのときが来るのかもしれませんが、少しでもそれがな

いようになるように、経費の削減、また、収入の確保に努めていただきたいことをお願いして

終わります。 

○委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第１５号 平成３０年度飯塚市水道事業会計予算」については、原案のとおり可決す

ることに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、「議案第１６号 平成３０年度飯塚市工業用水道事業会計予算」を議題といたします。

執行部の補足説明を求めます。 

○企業管理課長 

 「議案第１６号 平成３０年度飯塚市工業用水道事業会計予算」につきまして、補足説明を

いたします。予算書の３９ページをお願いいたします。第２条の業務予定量で、前年と同じ給

水事業所数６事業所、年間総給水量１７万４５５立方メートルを計画いたしております。第

３条の収益的収入及び支出では、収入の総額を５０３６万８千円とし、支出の総額を

４９８６万８千円としております。次に、資本的収入及び支出でございますが、支出の総額を
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６７５万７千円としております。資本的支出に係る財源につきましては、留保資金で補填する

こととしているため、収入の計上はございません。 

主な内容につきましては、予算明細書によりご説明をいたします。予算書５１ページをお願

いいたします。収益的収入でございますが、１款１項１目給水収益で、給水契約を結んでおり

ます６事業所の契約水量に基づく水道料金５５２万２千円、２項２目の他会計補助金で

２７２５万円、同じく３目長期前受金戻入で１６９５万５千円を計上いたしております。

５２ページをお願いいたします。収益的支出では、人件費、減価償却費等４９８６万８千円を

計上いたしております。次に、５４ページをお願いいたします。資本的支出では、明星寺浄水

場電気設備改良実施設計委託料及び津原導水管更新基本設計に係る経費６７５万７千円を計上

いたしております。以上で、平成３０年度飯塚市工業用水道事業会計予算の補足説明を終わり

ます。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第１６号 平成３０年度飯塚市工業用水道事業会計予算」については、原案のとおり

可決することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第１７号 平成３０年度飯塚市下水道事業会計予算」を議題といたします。執

行部の補足説明を求めます。 

○企業管理課長 

「議案第１７号 平成３０年度飯塚市下水道事業会計予算」につきまして、補足説明をいた

します。予算書５７ページをお願いいたします。予算第２条の業務の予定量で、処理件数は前

年度比４６３戸増の２万４１８５戸、年間総処理水量は前年比４３万２５８１立方メートル減

の７０８万８３７３立方メートルを計画いたしております。これは、面整備の進行により水洗

化戸数は増加傾向にございますが、既整備区域内が人口減少傾向にあること、また、雨水処理

水量の見込みによりまして、本年度の業務量を前年度減と見込んだものでございます。次に、

第３条の収益的収入及び支出では、収入の総額を２０億７２２９万２千円、支出の総額を

１９億２７８０万円としております。５８ページをお願いいたします。５８ページ、第４条の

資本的収入及び支出では、収入の総額を１０億６４５５万７千円、支出の総額を１７億

７７８５万２千円としております。第５条の債務負担行為につきましては、水洗便所等改造資

金利子補給金につきまして、本年度中に新たに利子補給を行います対象者の今後８年間分につ

いて規定をしたものでございます。５９ページをお願いいたします。その他、第６条では、下

水道事業の財源としましての企業債の限度額、利率等を定めるものでございます。 

主な内容につきましては、予算明細書によりご説明をいたします。７６ページをお願いいた

します。まず、収益的収入でございますが、予算第２条の業務予定量で定めました年間総処理

水量をもとに、１款１項１目下水道使用料で１０億１０３３万９千円と見込みまして、２項

３目長期前受金戻入で６億２４５３万７千円を計上いたしております。７７ページをお願いい

たします。収益的支出でございますが、人件費、委託料、動力費など経常経費１９億

２７８０万円を計上いたしております。８４ページをお願いいたします。資本的収入でござい

ますが、汚水管渠布設工事等に係る財源としまして１款１項１目企業債で５億１７２０万円、

２項１目国庫補助金で４億４７１３万４千円等を計上いたしております。資本的支出につきま
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しては、１款１項建設改良費で１１億１９５２万９千円を計上いたしておりますが、主なもの

といたしましては、１目の施設整備費では相田地区汚水管渠布設工事などを、それから

８５ページになりますが、２目施設改良費で片島ポンプ場機械設備改築工事、川島菰田汚水幹

線管渠改築工事、及びストックマネジメント計画策定業務委託料などを計上いたしております。 

次に、予算資料の４０ページをお願いいたします。ただいまご説明いたしました予算の総括

表でございます。左側に収益的収支、右側に資本的収支を集計しております。左手下段には、

収益的収支の結果としまして、損益計算内訳表を記載しております。記載のとおり、収入から

支出を差し引きますと１億９１４万１千円の純利益を見込んでおります。また、資本的収支総

括表の下段にあります、「資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額」、この表に記載

しておりますとおり、収入から支出を差し引きますと、３０年度の欄にございますが、７億

１３２９万５千円、これが不足をいたします。この不足額については、その下段にあります

「資本的収支不足額を補填する財源」の表のとおり、補填をするものでございます。 

なお、右下の剰余金処理計算表を見ていただきますと、左側の欄が本予算による当年度の純

利益の見込額１億９１４万１千円、真ん中が繰越利益剰余金の欄となっておりますが、ご覧の

ようにゼロ円となっております。これは、２８年度までの利益は全て補填財源としているため、

繰越利益剰余金がゼロであることを示しております。さらに、毎年度、減価償却費等補てん財

源が生じておりますが、その多くは当該年度に補てん財源として活用しており、十分な額が積

み上がっているとは言えない状況であることを示しております。以上のことから、将来資本的

収支に係る財源が不足する事態が懸念されるところではございます。以上で、平成３０年度飯

塚市下水道事業会計予算についての補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第１７号 平成３０年度飯塚市下水道事業会計予算」については、原案のとおり可決

することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第１８号 平成３０年度飯塚市立病院事業会計予算」を議題といたします。執

行部の補足説明を求めます。 

○企業管理課長 

 「議案第１８号 平成３０年度飯塚市立病院事業会計予算」について、補足説明をいたしま

す。予算書は８９ページをお願いいたします。第２条の収益的収入及び支出で、収入の総額を

３億６３２１万円、支出の総額を５億６０１６万７千円としております。次の第３条では、資

本的収入及び支出で、収入の総額を９９１３万４千円、支出の総額を１億１４９万２千円とし

ております。 

次に、主な内容につきまして予算明細書によりご説明をいたします。予算書１０３ページを

お願いいたします。収益的収入でございますが、１款１項１目その他医業収益で、地方交付税

算入相当額を受け入れる一般会計交付金２億２６７４万１千円、２項４目負担金交付金で、指

定管理者負担金等２７０７万２千円、５目長期前受金戻入で７５３８万１千円を計上いたして

おります。次に、１０４ページをお願いいたします。収益的支出でございますが、人件費及び

先ほどご説明いたしました一般会計交付金と同額の２億２６７４万１千円であります指定管理

者への交付金など経常経費を５億６０１６万７千円計上いたしております。次に、１０６ペー
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ジをお願いいたします。資本的収入でございますが、企業債元金償還金等の財源といたしまし

て、１款１項１目補助金で２０１０万円、２項１目納付金で７９０３万４千円を計上いたして

おります。最後に資本的支出でございますが、主なものは２項１目の企業債償還金８９３３万

３千円でございます。なお、企業会計では共通ではございますが、起債に対する償還金は、元

本は資本的収支で、利息は収益的収支で計上いたしております。病院事業会計では、２８年度

で完了いたしました一部建てかえ事業の財源に合併特例債と病院事業債を活用しておりました

が、３０年度の予算案におきましてもその償還金を計上いたしております。しかし、償還金の

流れが違いまして、病院事業債の償還は一般会計から地方交付税算入相当額を一般会計補助金

として、また、それ以外の額を納付金として指定管理者から受け入れ、合わせて償還を行って

おります。一方、合併特例債の償還は指定管理者から納付金として受け入れ、同額を一般会計

へ負担金として支出し、一般会計において交付税と合わせて償還をしているものでございます。 

恐れ入ります、予算資料の５７ページをお願いいたします。ただいまご説明いたしました予

算の総括表でございます。左側に収益的収支、右側に資本的収支を集計しております。左手下

段には収益的収支の結果としまして、損益計算内訳表を記載しております。記載のとおり、収

入から支出を差し引きますと１億９６９５万７千円の純損失を見込んでおります。この純損失

は右側にあります欠損金内訳表のとおり、前年度繰越欠損金と合わせまして、当年度末未処理

欠損金としまして７億２３８１万７千円となる見込みでございます。この会計の特徴といたし

ましては、今後も収益的収支において純利益を計上することはないことから、毎年度欠損金は

増加をすることになります。しかし、事業に必要な財源につきましては、一般会計及び指定管

理者から受け入れをいたしますので破綻するということはございません。以上で、平成３０年

度飯塚市立病院事業会計予算について、補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第１８号 平成３０年度飯塚市立病院事業会計予算」については、原案のとおり可決

することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第３２号 飯塚市都市公園条例の一部を改正する条例」を議題といたします。

執行部の補足説明を求めます。 

○都市計画課長 

 「議案第３２号 飯塚市都市公園条例の一部を改正する条例」について、補足説明いたしま

す。議案書の５４ページをお願いいたします。本件は、都市緑地法等の一部を改正する法律に

より、都市公園法の一部改正が平成２９年６月１５日に施行されたことに伴い、飯塚市都市公

園条例の一部を改正するものでございます。改正前の都市公園法では、都市公園の敷地面積に

対する運動施設の敷地面積の割合、いわゆる運動施設率は１００分の５０を超えてはならない

と定めておりましたが、今回の改正により１００分の５０を参酌して地方公共団体の条例で定

めることとされたため、飯塚市都市公園条例にその基準を定めるものでございます。現在、市

内の都市公園において運動施設率が１００分の５０を超える公園はないことや、良好な都市環

境の形成、レクリエーションや防災など都市公園としての機能を踏まえ、オープンスペースを

一定以上確保する必要があることを考慮し、本市におきましても参酌基準どおり１００分の

５０と定めるものでございます。本件は、政令改正から１年以内に市が条例で定める必要があ
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り、本定例会で改正を行うものでございます。以上、簡単ではございますが、補足説明を終わ

ります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第３２号 飯塚市都市公園条例の一部を改正する条例」については、原案のとおり可

決することに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、「議案第３７号 市道路線の廃止」を議題といたします。執行部の補足説明を求めま

す。 

○土木管理課長 

 「議案第３７号 市道路線の廃止」について、補足説明をさせていただきます。議案書

８２ページをお願いいたします。市道路線の廃止につきましては、道路法第１０条第１項の規

定に基づき市道路線を廃止するに当たり、同条第３項の規定に基づき議会の議決を求めるため

提出するものでございます。今回廃止する路線は１路線、延長４０３．３メートルでございま

す。路線明細の左端に記載しております一連番号１番の路線は、路線見直しに伴う路線廃止を

行うものでございます。路線箇所は８３ページに記載しております。以上、簡単ではございま

すが、補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第３７号 市道路線の廃止」については、原案のとおり可決することに、ご異議あり

ませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第３８号 市道路線の認定」を議題といたします。執行部の補足説明を求めま

す。 

○土木管理課長 

 「議案第３８号 市道路線の認定」について、補足説明をさせていただきます。議案書

８４ページをお願いいたします。市道路線の認定につきましては、道路法第８条第１項の規定

に基づき市道路線を認定するに当たり、同条第２項の規定に基づき議会の議決を求めるため提

出するものでございます。今回認定する路線は６路線、延長５６９．０メートルでございます。 

路線明細の左端に記載しております一連番号１番、２番、６番の路線は、開発に伴う路線認定

を行うものでございます。路線箇所は８５ページ及び８７ページに記載しております。路線明

細の左端に記載しております一連番号３番、４番、５番の路線につきましては、都市計画道路

新飯塚潤野線の新設に伴い路線認定を行うものでございます。路線箇所は８６ページに記載し

ております。以上、簡単ではございますが、補足説明を終わります。 

○委員長 
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 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。 

「議案第３８号 市道路線の認定」については、原案のとおり可決することに、ご異議あり

ませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

暫時休憩いたします。 

休憩１１：０２ 

再開１１：１０ 

委員会を再開いたします。 

執行部から、本委員会に付託を受けております「産業振興について」の中で、「中小企業の

設備投資に係る新たな固定資産税特例措置」及び「第２次飯塚市観光振興基本計画の策定につ

いて」、それぞれ説明したい旨の申し出があっておりますので、「産業振興について」を議題

としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。「産業振興について」を議題といたします。 

はじめに、「中小企業の設備投資に係る新たな固定資産税特例措置」について、執行部の説

明を求めます。 

○産学振興課長 

 産業振興課より、産業振興の中で、現在、第１９６回通常国会で提出されております生産性

向上特別措置法案における設備投資に係る新たな固定資産税の特例について、ご説明させてい

ただきます。この設備投資に係る新たな固定資産税の特例につきましては、生産性向上特別措

置法案が成立された場合ですが、２０１８年度から２０２０年度に実施する企業の設備投資の

固定資産税を市町村が３年間、ゼロから２分の１以下の範囲内で減免できる特例制度が設けら

れます。 

詳細につきましては、「設備投資に係る新たな固定資産税特例について」と記載しておりま

す資料をご覧ください。まず、この固定資産税の特例の対象者といたしましては、中小企業基

本法に規定される中小企業で、資本金１億円以下の法人、従業員千人以下の個人事業主で、先

端設備等の導入により事業の生産性向上に係る目標などを定めた先端設備等導入計画を策定し、

市町村が策定する導入促進基本計画に基づき認定を受けた事業者が対象となります。また、固

定資産税のゼロから２分の１以下の減免範囲は各市町村の条例に定める割合となります。仮に

この法案が成立し、市町村が固定資産の減免を行おうとする場合は、６月以降の議会において

市税条例の改正が必要となります。なお、固定資産税が減免されることによる市町村の減収の

影響については、地方交付税において７５％が算入されることになっております。さらに、固

定資産税の減免率をゼロと措置した市町村の対象事業者は、資料の次のページになりますが、

ものづくり・サービス補助金を初めとする各種国の補助金の優先採択の対象となり、補助率も

かさ上げされる予定となっております。 

なお、本年度につきましては、国の各種補助金の公募、採択が法律成立前、条例改正前に行

われますので、国のアンケート調査に、現時点での固定資産税をゼロとする意向を公表した市

町村にのみ、国の補助金の優先採択の対象とされます。このことから、本市といたしましては、

市内中小企業の設備投資の促進による生産性の向上、競争力の強化を図るため、アンケート調

査に「現時点での固定資産税をゼロとする意向」と回答いたしております。つきましては、今
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後、市内中小企業支援のため設備投資に係る新たな固定資産税の特例の実施に向けて取り組ん

でいきたいと考えております。以上で、簡単ですが、設備投資に係る新たな固定資産税の特例

について、説明を終わらせていただきます。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、ただいまの説明に対する質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

次に、「第２次飯塚市観光振興基本計画の策定」について、執行部の説明を求めます。 

○商工観光課 

 商工観光課より、第２次飯塚市観光振興基本計画の策定について、ご説明させていただきま

す。平成２９年８月の経済建設委員会におきまして、平成３０年３月までに第２次飯塚市観光

振興基本計画を策定するスケジュールについてご報告をさせていただいておりましたが、第

１次観光振興基本計画の各施策の具体的取り組みに関する検証、アンケート調査、集計の作業

に時間を要しましたため、当初計画どおりに進捗できず、平成３０年２月に第１回目の策定委

員会を開催いたしました。また、第１回目委員会の意見におきまして、各委員より３月末まで

に計画を策定するより、現状の課題、今後あるべき姿等、多様な観点からの取り組みを検討す

る必要があるとの意見が出されましたので、計画策定スケジュールを見直し、６月までに取り

まとめることといたしました。 

「第２次飯塚市観光振興基本計画 策定スケジュール（案）」をお願いいたします。策定ス

ケジュールは、２月、３月で計４回の会議を行い、飯塚市の目指す観光の方向性、基本方針を

決定し、その後、具体的な取り組みを協議しまして、６月までに基本計画全体を策定し、答申

するスケジュールに変更を行いました。本来であれば、本委員会で基本計画をお示しすべきと

ころでございますが、お示しができないため、お詫び申し上げます。すみませんでした。今後

はスピード感を持って業務を行っていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。なお、今回は第１回目の委員会資料を提出させていただいております。資料について、説

明させていただきます。「飯塚市観光振興基本計画における「各施策の具体的取り組み状況」

と「課題」」と記載しております資料、１ページをお願いいたします。飯塚市観光振興基本計

画における各施策の具体的取組状況と課題でございます。観光都市目標像の実現に向け、９つ

の基本方針と６つの施策を掲げ、施策推進のため６０項目の具体的な取り組みを推進プロジェ

クトにより取り組んでいくこととしておりました。２ページをお願いします。ここでは、各施

策の具体的取組状況について４段階で評価を行った結果、対象外項目としまして、重点地区設

定、準重点地区の設定を行うとしておりました項目につきましては、観光振興基本計画の中で、

重点地区は旧伊藤邸、嘉穂劇場、松喜醬油屋、内野宿、筑豊ハイツ、八木山と、準重点地区は

サンビレッジ茜、高田地区と定めておりましたので、評価の対象外とさせていただいておりま

す。したがいまして、全６０項目のうち２項目を除外した５８項目中、Ａ評価、Ｂ評価、Ｃ評

価の４９項目には着手しており、Ｄ評価の９項目につきましては未着手でございます。着手し

た４９項目につきましても、Ｂ評価となっております２５項目がおおむね目標を達成、Ｃ評価

となっております２２項目は取り組みが不十分であったと評価しております。３ページには、

観光振興基本計画の数値目標の３５５万人に対する観光入込客数の推移を記載し、４ページか

ら５ページには目的別観光入込客数の推移、主要観光施設６施設の入込客数の推移、旧伊藤伝

右衛門邸を除く主要観光施設５施設の観光入込客数の推移を掲載しております。また、６ペー

ジには、福岡県全体の観光入込客数の推移等、７ページには筑豊地区の各市における入込客数

の推移を記載しております。８ページ、９ページには、現在飯塚市が取り組んでおりますイン

バウンド事業の取り組みを記載しております。１０ページには、観光入込客数から見える課題

について記載しております。 

また、別途資料といたしまして、観光客アンケート調査結果を提出しております。以上、簡
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単ですが説明を終わらせていただきます。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、ただいまの説明に対する質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

本件については、引き続き調査をしていくということで、本日はこの程度にとどめたいと思

います。 

次に、執行部から、本委員会に付託を受けております「空き家対策について」の中で、「飯

塚市空家等対策計画の策定」について、説明をしたい旨の申し出があっておりますので、「空

き家対策について」を議題としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。「空き家対策について」を議題といたします。執行部の説明を求め

ます。 

○住宅政策課長 

 ２月２日の委員会で報告させていただきました飯塚市空家等対策計画（案）につきまして、

事務局にて再度確認を行い、表現及び表記につきまして一部修正を行い、２月１５日の第３回

空家等対策協議会に提案し、承認されましたことをまずご報告いたします。それでは、計画の

表現及び表記の修正点についてご説明いたします。また、概要版を作成いたしますので、その

内容につきましてもあわせてご説明いたします。 

資料１「飯塚市空家等対策計画」をお願いいたします。３ページをお願いいたします。空家

等対策計画（案）では、３ページ本文の１行目「国勢調査」が「国勢調査速報値」となってお

りましたが、「速報値」を削除いたしまして、２行目の人口「１４０，４６３人」が括弧書き

となっておりましたので、括弧を削除いたしております。続きまして、８ページをお願いしま

す。８ページの空家実態調査結果下部の※印に、調査を委託いたしました会社名がそのまま記

載されておりましたので、「調査会社」の表記に変更いたしております。そのほか、ひらがな

の「き」が入る「空き家」と「き」が入らない「空家」の表記につきまして確認、修正を行い、

「空き家バンク」につきましては「き」を入れた表記といたしております。２７ページをお願

いいたします。２７ページに飯塚市空家等対策協議会委員名簿、２８ページをお願いいたしま

す。２８ページに空家等対策の推進に関する特別措置法の概要、２９ページから３３ページに

かけまして空家等対策の推進に関する特別措置法の全文を記載し、３４ページをお願いします。

３４ページに、空家等に関する施策を総合的かつ計画的に実施するための基本的な指針の概要

を追加いたしております。 

続きまして、概要版のご説明をいたします。資料２「空家等対策計画【概要版】」をお願い

します。概要版につきましては、計画の第１章から第４章までを簡略にまとめたものとなって

おります。１ページをお願いいたします。１ページには、第１章空家等対策計画の趣旨では、

計画期間と対象地区を、第２章本市の人口と空家等の現状では、空家数の状況と課題を記載い

たしております。２ページをお願いいたします。第３章空家等対策計画に関する基本的な方針

では、計画の目的、対策の基本方針を記載しております。３ページをお願いいたします。第

４章空家等対策の具体的な取り組みの、空家等の適切な管理の促進、空家等及び跡地の活用の

促進では、所有者等の意識の啓発、利活用可能な空家及び跡地の情報提供などを記載いたして

おります。６ページをお願いいたします。６ページには、緊急的に危険等を回避する必要があ

る場合は、必要に応じて市が応急的に必要かつ最小限度の危険回避措置を講じるための緊急安

全措置の構築の検討、及び、空家等対策の実施体制及び相談への対応を記載いたしております。

本計画は３月末までに公表したいと考えております。 

計画公表後、空き家バンクの創設、応急的に必要かつ最小限度の危険回避措置を講じるため

の根拠条例の制定を進めてまいりたいと考えております。以上、簡単ではございますが、説明
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を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、ただいまの説明に対する質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

本件については、引き続き調査をしていくということで、本日はこの程度にとどめたいと思

います。 

道祖委員から「西鉄バス路線に対する住民要望について」、所管事務調査をしたい旨の申し

出があっております。道祖委員、その具体的な内容の説明をお願いいたします。道祖委員に発

言を許します。 

○道祖委員 

 昨今、高齢化が進んでいっておりまして、高齢者の交通事故が多発しております。それで、

免許の返上ということで、多くの高齢者が免許を返上して、返上すれば今度は自分で動けない

から公共交通に頼るというような状況が多く見られてくるわけですが。私の知っている方が、

やはり高齢者になりまして免許を返還したいと。と言いながらも、今言ったように大変だとい

うことで、路線バスの切りかえが住民のほうから西鉄のほうにお願いしておるけれど、それに

対して市はどのように考えているか問い合わせをしていただきたいという要望がありましたの

で、質問をさせていただきたいということです。 

○委員長 

 お諮りいたします。本委員会として「西鉄バス路線に対する住民要望について」、所管事務

調査を行うことに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、所管事務調査を行うことに決定いたしました。 

「西鉄バス路線に対する住民要望について」を議題といたします。道祖委員に質疑を許しま

す。 

○道祖委員 

 質問主旨は先ほど述べましたけれど、高齢者の方が免許を返上したい。西鉄バス路線を利用

したいけれど、どうも西鉄バスを利用しようとしたときに、バスが通っている道路よりもひと

つ、何と言うんでしょうか、違う道路にすれば民家も集約していて、そちらのほうが高齢者の

方も多いし、西鉄も利益が上がるのではないかということで、西鉄のほうに路線の変更のお願

いに行ったということであります。その路線名は小竹・天道線です。この路線は御承知のよう

に、幸袋支所を出まして、目尾小学校の前を通って行っておりますけれど、この道路は川土手

をずっと通って行って、鯰田渡の信号までは右側が川でございます。左側が田んぼ、このごろ

家が何軒か建っていますけれどね。それを真っすぐ行きまして、目尾小学校を超えまして、セ

ブンイレブンを超えて、昔のＪＲ幸袋線と合体して小竹のほうに入っていっております。路線、

大体ご想像つくかと思いますけど。これを目尾からセブンイレブンの先で、旧ＪＲの幸袋線の

ところで合いますけれど、それをＪＲ幸袋線の旧路線の道路に通していただけないかと。そう

することによって、幸袋線の両サイドには家が建っておりますし、当然、高齢者の方も多く住

んでいると。非常に利用者しやすいと。そういうことで西鉄のほうに要望書を出しましたと。

ですが、この路線は補助路線です。市のほうから補助金が出ておりますので、市のほうと相談

してくださいということになりましたと。そういうお願いを市のほうにしておりますので、そ

の後どうなっておるのかご確認していただきたいということだったので。この内容については、

そのような要望書が出ているのは事実でしょう。その後、どういう経過で取り組まれておるの

か、確認させていただきたいということでございます。 

○商工観光課長 

 平成２９年８月に地元自治会から提出されました要望書では、小竹・天道線バス路線の全便
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のうち、半分の便数だけでも目尾バス停というところから、社会福祉法人清和会、わかみず保

育園側へ迂回してもらって、幸袋新町バス停の手前にある許斐神社までの間の路線に変更して

いただきたいという内容の要望でございました。同路線につきましては、先ほど質問委員言わ

れますように、小竹町と飯塚市におきまして赤字補填をしておりますバス路線でございますの

で、小竹町と協議を行ったところでございます。その中で、小竹町と協議を行う中におきまし

ては、小竹町が支出する補助金が増加しなければ、飯塚市側の路線が変更になっても問題はな

いという回答を得ましたので、西日本鉄道株式会社と飯塚市とで協議を行いながら、ここのバ

ス路線につきましては、幹線系統確保維持補助金という対象路線であるため、県の補助金も受

けておりますので、福岡県と西日本鉄道株式会社と飯塚市で協議を行ってまいりました。同路

線は毛勝というバス停からと、赤池工業団地から飯塚バスターミナルまでの２つの路線がござ

います。それぞれの路線とも一部の路線が新飯塚駅まで運行している状況でございます。地元

のご要望どおり、半分の便数のみ一部区間の路線変更を行いますと、一部路線の変更をした路

線変更距離が３キロメートルを超えているため、同二路線ではなく、別の路線という形で考え

られるため、４路線の運航と認定されることとなるという判断でございます。そのため、幹線

系統確保維持補助金の対象条件の１つであります、１便当たり１５人以上の計画輸送量を達成

できなくなるという可能性が出てきました。そのため、国の幹線系統確保維持補助金の対象外

になるということ、路線変更後につきましては新規に路線免許を取得する必要があるというこ

と、路線変更における経費、バス停の設置、音声案内等が必要であるということで、地元の要

望どおり対応することはできないと回答を得たところでございます。 

○道祖委員 

 要望では、要望の主旨はおわかりだと思います。それで行政も、市のほうも西鉄さんと相談

してもらったんだろうと思いますけれど。ただ、基準があってだめだと。ではどうしますかと

いう話になってくるわけですよね。では、やらなくていいのかと。いろいろな設備投資もしな

くてはいけないからだめだと。だけど、高齢化社会は進んでいくということですよ。だから、

免許を返上する方々も多くなるでしょう。幸袋地区、今言った路線の近くには高齢者は住んで

いないのかどうかといったら、やはり住んでいるでしょうし、今後の人口動態の推計を見てい

けば、推移を見ていけば、当然老人もふえてくる。老人と言われる方々、高齢の方たちがふえ

ていくのは事実だと思いますけど。私はそう思いますけど、そう思いませんか。 

○商工観光課長 

 今、質問委員言われるとおりだと思います。そのため、１回は断られたところでございます

けれども、ここの路線につきましては、飯塚市も赤字補填をしている路線でございますので、

赤字額を減らすためにおいて利用者の増加ということは課題だというふうに思っております。

特に、高齢者対策には必要なことでございますし、地元のご要望であります変更路線上のルー

トには、現在、スーパーの立地計画があること、また、その周辺にマンションが新たに立地し

ていること等を含め、利便性の確保、高齢者対策の観点を含めて、もう一度、一部路線の変更

ということではなくて、運行路線の大幅な見直しとしてその路線の川津方面まで行く、飯塚自

動車学校の前を通って横田のほうに抜けていく新たな路線として再度検討できないかという提

案を行ってまいりました。その打ち合わせの中で、前回要望しておりました目尾バス停から許

斐神社手前までの間のルートにつきまして、西日本鉄道株式会社のほうから、前回は半分の便

数の見直しであったが、全便数の路線変更をすることも検討していきたいという回答を得まし

たので、現在検討をお願いしているところでございます。また、路線変更における経費につき

まして、行政サイドでも何かできないかということの中で、社会資本整備総合交付金の活用が

できないか、その他補助制度がないか、福岡県のほうに確認しましたところ、現在、民間バス

事業者でありますので補助対象外であるという回答を得たところでございます。その状況につ

きましては、西日本鉄道株式会社のほうに連絡をさせていただいたところでございますが、現
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状のままで、また改めて要望を行いまして、今月、３月中旬をめどに西日本鉄道株式会社から

今回の要望について回答をいただくようなことにしております。 

○道祖委員 

 いろいろ努力はしていただいているようでございますけれど。重ねてお願いですけれど、要

望の路線の切りかえがいろいろなことでだめだと。要は、収益が上がるためにはどうするかな

んですよね。考えてみたら、西鉄の営業所からどういうルートでもっていくかになるんですけ

れど、国道を通って川津の交差点から旧の、言っているように自動車学校の前の道路は、バス

は通っていないんですよ。農協の交差点ですね。あそこから真っすぐ許斐神社の前を通ってず

っと旧ＪＲ幸袋線ですよね。あそこバスが通っていないんですよ。だから、あの線に通すこと

になれば、周辺には住宅は密集しているんです。今まで走っていた路線から歩いても、そうで

すね、５０メートルもないと思うんですよ。通っていた道路から旧ＪＲの幸袋線までの距離、

わかります。ないでしょう。そのことを考えれば、まず収益はそちらのほうが上がるのではな

いか。高齢者の方も多いから、今後のことを考えればやはりそちらのほうが利用率は高くなっ

てくるのではないかと。今後の交通安全とかを思えば、そちらのほうがやはりよろしいのでは

ないか。もし高齢者が、そこに住んでいる方が、昨今あるように車のブレーキとアクセルの踏

み間違いで事故等が起きたとかいうよりは、やはりそちら側のほうが転ばぬ先の杖といいます

か、よろしいんではないかと思うんです。それで今、いろいろ努力はしていただいております

が、市の考え方として、住民のほうからそういう要望、免許を返還したいけれど、交通の便が

ないと。それでこういう工夫をしていただけないかと、住民サイドから要望があっているわけ

ですよ。しかも、それは補助路線。であるならば、今までの補助のあり方と今後の補助の出し

方の問題を考えて、ぜひ前向きに取り組んでいただきたいというふうに思っておりますが、よ

り一層取り組んでいただけるのかどうか、その辺の考えをちょっと、再度確認させていただき

たいと思いますけれど。 

○商工観光課長 

 引き続き、協議してまいりたいというふうに考えております。 

○道祖委員 

 高齢化社会は進みますので、副市長、ぜひ財政厳しい中なれど、やはりお年寄りを大事にす

るというか、高齢者、自分たちもすぐ免許返上をしなくてはいけない時間になっておりますの

で、工夫をしていただきますようよろしくお願いいたします。どうですか。 

○副市長 

 担当部署が十分検討しております。ただ、路線を変えれば、先ほど言われましたように

１０メートル動けばいいということでありますけれども、今の路線の中にも高齢者はいらっし

ゃると思います。特に、目尾小学校の近辺は住宅地が張りついております。そういうことで、

必ずしもどっちがいいかということはやはり比較検討もしてみなくてはいけないし、アンケー

ト等も取ってみなくてはいけないし、先ほど言いました収益の関係にしても十分検討していか

なくてはいけない問題もあると思います。そういうことを含めて担当部署のほうが引き続き、

検討していくということでございますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

○道祖委員 

 一言言わせていただくならば、要望書は目尾地区の住民の方の、確か自治会から出ておると

思いますので、その辺は、地域の人たちは了承していると私は理解しております。だから、そ

れは改めて多くの人たちの声を聞いていただくことは結構なことだと思いますけれど。私のほ

うでは、要望書を出していただいた人たちは周辺の自治会長名で出ているから、逆に行政は何

をやっているんだという話になりつつあるというふうに感じておりますので、その辺よろしく

お願いします。 

○委員長 
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 ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

質疑を終結いたします。お諮りいたします。本件については、調査終了とすることに、ご異

議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本件は調査終了とすることに決定いたしました。 

お諮りいたします。案件に記載のとおり、執行部から４件について報告したい旨の申し出が

あっております。報告を受けることに、ご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、報告を受けることに決定いたしました。 

「飯塚市企業立地促進補助金の採択について」、報告を求めます。 

○産学振興課長 

 本年度、飯塚市企業立地促進補助金の採択を決定いたしましたので、ご報告をさせていただ

きます。この補助金につきましては、飯塚市内におきまして新たに事業を展開し、または事業

所を増設もしくは移設しようとする事業者に対して補助金を交付することで、指定産業の集積

及び活性化、並びに市民の雇用機会の拡大を図るものです。 

それでは、「飯塚市企業立地促進補助金」、その下に「別表（第３条関係）」と記載してお

ります横向きの資料をご覧ください。本補助金の交付要件といたしまして、対象事業者は表の

一番上段に記載の、指定産業の製造業などの業種に該当し、新設、増設等に伴う投下固定資産

総額が３千万円以上であり、本市に住所を有する新規常用従業員を５名以上雇用することとな

っております。次に、補助金の種類としましては、表の中段以降に記載しておりますとおり、

投資額に対し一定の割合を乗じて算出する企業立地促進補助金、新規常用従業員６人目から

１人当たりに対し補助金の交付を行う雇用促進補助金、新設した事業所に係る不動産取得税の

１００％を２年目の企業立地促進補助金と合わせて交付する不動産取得補助金の３種類になっ

ております。補助金の交付割合と交付限度額につきましては、資料に記載のとおりでございま

す。 

続きまして、「平成２９年度 飯塚市企業立地促進補助金 交付決定額」と記載しておりま

す資料をご覧ください。平成２９年度におきましては、平成２９年１２月１日までに新設企業

１件、増設企業３件、新規申請後２年目の企業４件、新規申請後３年目の企業１件の計９件の

申請がありましたので、さる２月２２日に学識経験者等で構成する飯塚市企業立地促進審査会

におきまして審査を行った結果、９件が採択されましたのでご報告いたします。以上、簡単で

はありますが、報告を終わります。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

次に、「飯塚市農産加工品ブランド化推進事業について」、報告を求めます。 

○商工観光課長 

 飯塚市農産加工品ブランド化推進事業について、ご報告いたします。国の地域創生推進交付

金の地域お宝資源活用型産業創出事業を活用した飯塚市農産加工品ブランド化推進事業につき

ましては、平成２９年９月にプロポーザル方式により受託業者の選考を行い、市内でとれた酒

米を使用し、市内の酒造会社において新たな日本酒の開発を行ってまいりましたが、このたび

日本酒の試作品ＢｏｎＤｅｃｌｉｃ（ボンデクリック）が完成しましたので、報告いたします。

ＢｏｎＤｅｃｌｉｃ（ボンデクリック）と命名いたしました理由としましては、飯塚の地形で

あります盆地の「ぼん」とフランス語で「よい」という意味の「Ｂｏｎ」を重ね、同じくフラ
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ンス語で「きっかけ」という意味の「Ｄｅｃｌｉｃ」をあわせ、命名いたしております。飯塚

だからこそつくれるよいものを提供し、飯塚に訪れていただくきっかけとしてもらいたいとい

う思いを込めたものでございます。この日本酒は、情報発信力のある比較的若年層の女性を

ターゲットに販売を展開してまいりたいと考えております。 

また、日本酒の開発におきましては、平成２９年１１月に市内の３大学、飯塚商工会議所、

飯塚市商工会、ＪＡふくおか嘉穂等による飯塚市農産加工品ブランド化推進事業協議会を設立

し、日本酒の名称や味、ラベルのデザイン、広報活動等について協議を行ったところでござい

ます。３月には嘉穂劇場でのマスコミ発表会や、試飲会の開催、モニターツアーの実施、福岡

市内での試飲会を予定しております。以上、簡単ではございますが、飯塚市農産加工品ブラン

ド化推進事業について、報告を終わります。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

次に、「乗合バス路線の一部区間の廃止に係る対応について」、報告を求めます。 

○商工観光課長 

 乗合バス路線の一部区間の廃止に係る対応について、ご報告いたします。乗合バス路線の一

部区間の廃止に関する資料をお願いいたします。同路線は、西鉄バス筑豊株式会社より、利用

者が少なく、赤字路線からの脱却が見込めないということから、碓井・大分坑線の一部区間の

廃止について、福岡県バス対策協議会に対し平成２９年６月３０日に申し出がございました。

その後、平成３０年３月３０日に運輸局に廃止届を提出され、平成３０年１０月１日に廃止と

なる予定でございます。廃止に係る理由としましては、輸送人員の減少による赤字額の増加と

慢性的な乗務員不足によるものでございます。この申し出に対しまして、この乗合バス路線に

関係しております嘉麻市、桂川町の２市１町で協議を行い、路線を維持していくことを確認し

ました。 

また、飯塚市側からの乗降者でございますが、嘉穂総合高校の通学に支障をきたさないよう、

運行の継続の申し入れを行ったところでございますが、西鉄バス側の回答といたしまして、赤

字額の補填は必要条件ではあるが、深刻な乗務員不足という現状から現在運行している便を全

て維持継続することは困難であるということの中から、路線バスの便数を大幅に削減した運行

案が提示されております。この提案を受け、２市１町で協議を行い、飯塚市地域公共交通会議

に諮り、その結果をもとに福岡県バス対策協議会等に申し出をしていくようにしております。

今後、早急に対応していく予定でございます。以上、簡単ですが、乗合バス路線の一部区間の

廃止に係る対応についての報告を終わります。 

○委員長 

報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

次に、「飯塚魚市場の退場について」、報告を求めます。 

○農林振興課長 

 飯塚魚市場の退場について、ご報告をいたします。飯塚魚市場の退場につきましては、先月、

２月２日の経済建設委員会におきまして報告をさせていただきました、飯塚魚市場の運営会社

である福岡県魚市場株式会社と、買受人で構成する飯塚水産物商業協同組合、及び飯塚市によ

る３者協議が２月１４日に飯塚魚市場内の組合員詰所にて、組合員約３０人の出席により開催

をされました。協議では新聞等にもありましたように、冒頭に福岡県魚市場株式会社より「飯

塚魚市場が退場するにあたり、組合員の皆様には多大なご迷惑をおかけしたことを改めてお詫
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び申し上げます。」と陳謝がなされました。組合員からは、飯塚魚市場の退場撤回が要望され

ましたが、福岡県魚市場株式会社は、会社の方針は変わらないとして、改めて飯塚魚市場の退

場とその後の筑豊魚市場の利用を組合員へお願いをされました。組合としましては、飯塚魚市

場の退場に反対の考えは変わらないとしながらも、会社に対して退場の撤回を求めることは困

難であるとの判断から、組合の理事長より飯塚魚市場の退場を認めることを組合員に提案され

ました。これを受けまして、組合としましては、飯塚魚市場が平成３１年３月末日をもって退

場することに納得はしていないとしながらも、筑豊魚市場を利用される組合員のことも考慮さ

れまして、苦渋の決断として飯塚魚市場の退場に同意をされております。あわせまして、筑豊

魚市場の利用等に関する具体的な協議などにつきましては、組合員より組合執行部が一任を受

けておりますので、今後は飯塚水産物商業協同組合執行部と福岡県魚市場株式会社により協議

が行われていくことになっております。本市としましては、今後、行われる協議の状況を踏ま

えまして、対応について検討を図ってまいりたいと考えているところでございます。以上、簡

単ではございますが、ご報告申し上げます。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

○道祖委員 

 魚市場のほうは企業だから、退場するというのはいたし方ない部分があるんでしょうけど。

問題は消費者の部分ですよね。消費者に対するサービスが、聞き及んでいるところでは、どう

いう形になるかわからないですけど、今まで利用していた魚屋さんがもう歳だから利用しない

という、赤池まで行くのが大変だからというようなことでもうやめようかというところも出て

きているというような話を聞いております。では、その魚屋さんを利用していた人たちに対し

ての、何と言うんでしょうか、販売はどうなるのかとかそういうことについては何か議論をさ

れておりますか。どういうふうに魚屋さんが配置されているか、配置というか、あるかという

のは存じ上げてないんですけど。ただ、今まであったものがなくなるということになれば、買

おうとする場所がなくなるということですけれど。それに対してはどういうふうになっていく

のかなというのが懸念されるわけですけれど、その辺はどういう話になったか、今後どうする

のか。考えを示していただきたいと思います。 

○商工観光課長 

 現在、市内の鮮魚店、スーパー等で魚等を扱っていると推測される店舗が約６４店舗ござい

ます。そのうち、個人商店と推測されているのが２５店舗程度だというところで、商工会議所、

商工会のほうからのご連絡を受けております。そこの、鮮魚店の方々というのはほとんど高齢

化をしているということと、その店舗経営におきましての後継者がいないという状況であると

いうことでございますし、また、４０代の方がほとんどいないという状況でございました。そ

ういうスーパー等の立地につきましても、市内の中にはございますので、今後、鮮魚店の状況

につきましては引き続き調査をさせていただきたいというふうに思っております。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

これをもちまして、経済建設委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 


